





























 段常の歯科臨床において歯髄炎およ び辺縁性薦周炎は 鹸痛を惹起する疾患と して最 もよく知ら
 れており, それらの病変の広がりを解明することは, 両疾患の診駈および治療的見地からきわめ
 て重要である。 本硯究は, 歯髄と歯周組織の炎症波及のメカニズムを解明する手がかりを得るた
 めに, 細胞間を満た し炎症における起炎物質や細胞の代謝産物などの輸送に重要な役割を果たし
 ている組織液に注目し, 炭素粒子を指標として, 歯髄および歯周組織の組織液の流れについて検
 討 した。
 実験動物としてラッ トを用い, 得られた試料は固定, 脱灰後5μm のパラフィ ン連続切片を
 作成 し, ヘマ トキシリ ン・エオジン染色およびア ブサン・マロリ染色を施し, 光学顕微鏡にて観
 察し, 塚下の結果を得た。
 i 露髄面に墨汁を貼付して生時闇後では炭素粒子の移動は認められず, 24時間後では炭素粒
 子は細胞稀薄層および撫管周囲を通って根尖孔に達 し, 顎リンパ節にも認められた。 さらに, 根
 尖乱を出てからの炭素粒子の移動を調べるために根尖孔付近に墨汁を貼付した場合, 24時間後で
 は炭素粒子は歯根膜根尖線維の範囲に移動 し斜線維には移動せず, ま週間後でも炭素粒子の分布
 範囲は変わらなかった。
 2 歯肉溝に墨汁を貼付した場合, 炭素粒子は, 30分後では非角化内縁上皮と角化内縁上皮と
 の境界部を2～3屡入ったのみで, 24時間後では非角化内縁上皮と角化内縁、1二皮との境界部およ
 び細胞間隙の比較的広い付着上皮部から上皮下結合織に入り, 歯肉縁および歯槽骨頂方向に移動
 し, 根尖鰯歯根膜には移動 しなかった。 歯肉溝にゴム輪を2週間装着 してポケッ トを形成 し墨汁
 を貼付した場合は, 30分後に炭素粒子は上皮下組織にみられないが, 24時間後では上皮下結合織
 を歯肉縁と歯槽骨頂の方向に移動 し, 顎リンパ節にも認められた。 また, 接着性レジンを用いて
 外傷性の咬合状態に し, その歯肉溝および歯周ポケットに墨汁を貼付した場合は, 24時間後に炭
 素粒子は根尖測歯根膜には移動せず, 線維が密になった上皮下組織に限局 し, その周囲のリンパ
 管に取り込まれていた。
 3 髄床底を穿孔し墨汁を貼付した場合, 24時間後に炭素粒子は根間線維の範囲に移動し, 斜
 線維や歯肉線維には移動せず, フォルクマン管に移動 し, 至週間後においても炭素粒子の分布範
 囲は変わらなかった。
 これらの結果より, 組織液の流れは鑑管の分布と線維の方向や密度と密接な関係にあることが






 たり, 逆に磁周疾患が歯髄に影響を及ぼす。 しか し両組織の病態の成立に関して両雄織相互間の
 病態の波及過程を明確にした報告はない。 本研究は炎症波及のメカニズムを解明する手がかりを
 得るために結綴液に注目 し, ラッ トを用い局所に投与された炭素粒子を指標とし歯髄と歯周組織
 の組織液の流れを病理組織学的に検討 している。 その結果得 られた所見は次の通りである。
 1 炭素粒子は, 歯髄では細胞稀薄層及び曲管周囲を通って根尖干しに達し, 根尖孔を出ると歯
 根膜斜線維には移動せず根尖繊維に分布 し, 顎リンパ節に移動する。
 2 正常歯肉溝及び歯矯ポケットを形成した場合, 炭素粒子は非角化内縁上皮との境界部及び
 細胞間隙の比較的広い上皮下結合織に入り, 歯肉縁及び歯槽骨方向に移動し, 根尖側歯根膜には
 移動 しな い。
 3 外傷性咬合の状態では, 炭素粒子は根尖側歯根膜には移動せず, 上皮下結合織に限局し,
 その周囲のリ ンパ管に取り込まれる。
 4 髄床底を穿孔すると, 炭素粒子は根間線維の範囲に移動し, 斜線維や歯肉線維に移動せず,
 フォ ルクマ ン管に向って移動す る。
 獄上の研究により, 著者は歯髄からの炎症は容易に歯周組織に波及し根尖線維の範囲に影響を
 及ぼすが辺縁歯隅組織の炎症は歯肉及び歯槽骨に広がり根尖側歯根膜方向には拡大し難く, した
 がって歯髄に影響を及ぼすことは少ないことを明らかにし固持に, 辺縁性歯周炎が進行 し根尖孔
 な どか ら炎症が直接歯髄 に達 したときに歯髄に病変が惹起される可能性を示 した。
 本硯究の成果は歯髄及び歯周組織相互の関係を解明する上で有意義な示唆を与えるのみな らず,
 灘疾患の診断及び治療に寄与するところが大であり, 十分学位授与に価するものと認める。
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